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偶発性低体温症は寒冷暴露により深部体温が��
℃以下に低下した状態である｡ 意識障害, 肝・腎
機能障害, 凝固異常, 横紋筋融解, 致死性不整脈
など全身の様々な症状を引き起こすことがあり ,!),
復温, 全身管理を要する病態である｡ 高齢者は体
温調節能が低下しているため低体温になりやすく
室内での発症も多い�)｡ 今回われわれは室内で発

症した高度低体温症の高齢者の"例を経験し, 加
温輸液と温風ブランケットによる復温, 全身管理
により救命することができたので報告する｡

 !

患者：#$歳, 女性
主訴：意識障害
既往歴：高血圧症, 骨粗鬆症, 認知症｡
生活歴：飲酒, 喫煙なし｡
生活状況：長男夫婦と同居｡ %&' (()*+,+*+-./0
1(+232+,+45) が低下してきていたが身の回りの
ことは自分で行い, 家族とのコミュニケーション
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キーワード：偶発性低体温症, (0*-H1H/IJH-K(HL+45.M/)N
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偶発性低体温症は寒冷暴露により深部体温が低下した状態である｡ 高齢者においては室
内での発症が多く死亡率も高い｡ 症例は#$歳の女性で, 室内で倒れており深部体温は膀胱
温!;O#℃と高度低体温症に陥っていた｡ 加温輸液と温風ブランケットによる復温, 全身管
理により救命することができた｡ 循環の保たれた高度低体温症の治療は, 加温輸液と体表
加温による治療を行い, 全身状態や治療の反応性に応じてさらに侵襲の高い加温方法を試
みるのがよいと考えられる｡ 室内発症の場合は突然何らかの原因で倒れ寒冷暴露により低
体温に陥る症例のほか, 緩徐に低体温が進行する症例もある｡ 冬季に高齢者を診察する場
合, 低体温症も考慮することで早期に発見することができると考えられる｡


